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孟 p--(T)-∑ F-npnn(T)--∑TAk,mkPm (T)I∑,ken,kmPkk(T) (31)
n k≠m k≠m
を見ると分かる･ さらに,Tmn,m′n,(LJ)- 0forLJ_<0に注意すると,TAk,mk-Tm'k,mたfor
m > k,そして,√‰,mk- Tk-m,kmform <kであり,Tm'k,mk,rkHm,kmが,それぞれ,エネ
ルギーhwmkを放出する確率,hwkmを吸収する確率を意味することが分かる.そして,放出確














孟p-n'T'-一字(紘 -k ･砿 -k)p-n'T)-写(;,nol･nl･-iAal,nl)p-n'TH 34)
より,
pmn(T)-0as T-∞ for m≠n (35)
を得る.いわゆるデコヒーレンスである.(33)と(35)とは,まさに,



















































































































































pnn(T)-e~Phun/∑ e-Phut as T-∞J
となる.
(C.6)
(C.7)
(C.8)
(C.9)
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